


持
ち
帰
っ
た
可
能
性
が
高
い
像
で
、
そ
の

後
、
奈
良
の
多と

う

武の
み

峯ね

に
伝
来
し
ま
し
た
。

頭
部
の
菩
C
面
か
ら
足
の
裏
の
K
ま
で

白
び
ゃ
く

檀だ
ん

の
一
木
で
造
る
典
型
的
な
十
一
面

観
音
の
檀
像
で
す
。
初
唐
期
の
作
で
す
が
、

き
わ
め
て
イ
ン
ド
的
な
風
貌
を
示
す
こ
と

が
注
目
さ
れ
ま
す
。
唐
時
代
に
は
玄
奘
な

ど
が
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
た
際
に
、
白
檀

像
を
持
参
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
イ
ン
ド

風
が
流
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
玄げ

ん

奘じ
ょ
う
は

顕
慶
元
年（
六
五
六
）に
十
一
面
観
音
の

新
し
い
経
典
『
十
一
面
神
呪
心
経
』
を
イ

ン
ド
語
か
ら
漢
訳
し
て
い
ま
す
が
、
右
手

に
数
珠
を
掛
け
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
記
述

は
こ
の
像
の
表
現
と
も
合
致
し
て
い
ま
す
。

（
金
子
啓
明
）

2

神
奈
川
・
宝
城
坊
薬
師
三
尊
像
と
な
ら

ぶ
鉈
彫

な
た
ぼ
り

初
期
の
代
表
的
作
例
で
す
。
整
然

と
し
た
横
縞
状
の
ノ
ミ
目
を
残
し
て
い
ま

す
が
、
顔
は
他
の
部
分
に
く
ら
べ
て
よ
り

き
め
細
か
い
彫
り
で
特
別
な
意
識
が
働
い

て
い
ま
す
。
全
身
を
滑
ら
か
に
整
え
た
後

に
、
背
面
を
除
き
再
び
ノ
ミ
目
を
刻
ん
で

い
る
こ
と
、
全
身
は
白
木
の
ま
ま
な
の
で

す
が
、
眉
、
目
、
口
ヒ
ゲ
、
胸
飾
を
墨
で
描

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
で
完
成
さ
せ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
頭
の
十
一
面
か
ら

足
先
、
手
先
、
天
衣
、
左
手
の
水す

い

瓶び
ょ
う

に
至

る
ま
で
一
本
の
ケ
ヤ
キ
か
ら
造
り
、
内う

ち

刳ぐ

り
も
し
て
お
ら
ず
、
平
安
時
代
初
期
の
一

木
彫
刻
の
古
い
伝
統
に
基
づ
い
て
制
作
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
弘ぐ

明み
ょ
う

寺じ

勧
進
か
ん
じ
ん

帳ち
ょ
う

』に
よ
る
と
本
堂
は
寛

徳
元
年（
一
〇
四
四
）頃
の
建
立
と
あ
り

ま
す
。
こ
の
像
も
本
尊
と
し
て
同
時
期
に

制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
作
風
と
も

矛
盾
し
ま
せ
ん
。

（
金
子
啓
明
）

仏像 一木にこめられた祈り

2006年10月3日（火）～12月3日（日）
東京国立博物館　平成館

主催：東京国立博物館、読売新聞社
後援：文化庁、日本テレビ放送網
協賛：大日本インキ化学工業
協力：日本香堂、エーエス
観覧料：一般1500円（1200／1100）
大学・高校生900円（700／600）

＊（ ）内は、前売料金／20名以上の団体
料金です。
＊障害者とその介護者1名は無料です。
入館の際に障害者手帳などをご提示ください。
＊作品保護のため、会期中作品の一部に
展示替えがあります。

◎十一面観音菩薩立像
唐時代・7世紀　

◎
十
一
面
観
音
菩
E
立
像

平
安
時
代
・
11
世
紀
　
神
奈
川
・
弘
明
寺
蔵

肉
体
と
そ
れ
を
覆
う
衣
、
そ
こ
に
で
き

る
皺し

わ

の
関
係
を
完
璧
に
捉
え
た
一
木
彫

の
名
作
で
す
。
体
部
を
複
雑
に
廻
る
天て

ん

衣ね

も
矛
盾
な
く
表
現
さ
れ
、
頭
髪
が
額
に

垂
れ
、
耳
を
覆
う
表
現
に
も
現
実
感
が
あ

り
ま
す
。

左
手
前
膊

ぜ
ん
ぱ
く

の
半
ば
か
ら
先
、
右
手
先
、

両
足
先
等
を
除
い
て
、
本
体
か
ら
台
座
の

蓮
肉
部
ま
で
を
含
み
、
カ
ヤ
と
見
ら
れ
る

針
葉
樹
の
一
材
か
ら
彫
出
し
、
像
内
に

刳く

り
も
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
全
体
と
細
部

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
一
材
か
ら
像

を
破
綻
な
く
彫
り
上
げ
た
仏
師
の
技
量

に
は
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
瞳
に
黒
い
珠

を
嵌は

め
、
二ふ
た

重え

瞼ま
ぶ
た
で
切
れ
長
な
目
の
表

情
は
異
国
的
で
、
中
国
・
唐
代
彫
刻
と
の

強
い
関
連
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

宝ほ
う

菩ぼ

提だ
い

院い
ん

願が
ん

徳と
く

寺じ

は
か
つ
て
長
岡
京
の

北
域（
向
日
市
寺
戸
町
）に
所
在
し
ま
し

た
。
後
に
荒
廃
し
た
た
め
、
本
像
を
は
じ

め
と
す
る
諸
仏
は
花
の
寺
と
し
て
知
ら

れ
る
勝

し
ょ
う

持じ

寺じ
（
京
都
市
西
京
区
大
原
野

所
在
）に
一
時
移
動
安
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

近
年
、
当
寺
は
勝
持
寺
の
近
く
に
復
興
さ

れ
ま
し
た
。

（
岩
佐
光1

）

異
国
的
な
顔
立
ち
と
美
し
い
肢
体

国
宝

菩
D
半
跏
像（
伝
如
意
輪
観
音
）

イ
ン
ド
風
の
檀
像

だ
ん
ぞ
う

彫
刻

重
要
文
化
財

十
一
面
観
音
菩
D
立
像

平
安
初
期
の
一
木
彫
の
伝
統
を
伝
え
る

重
要
文
化
財

十
一
面
観
音
菩
D
立
像

大
化
改
新
で
有
名
な
藤
原
鎌
足（
六
一

四
〜
六
六
九
）の
長
男
の
定
恵

じ
ょ
う
え

が
、
天
智

四
年（
六
六
五
）に
唐
か
ら
帰
国
し
た
時
、

B菩E半跏像（伝如意輪観音）奈良～平安時代・
8～9世紀　京都・宝菩提院願徳寺蔵
（10月3日（火）～11月5日（日）展示）

仏
像
一い

ち

木ぼ
く

に
こ
め
ら
れ
た
祈
り

特 別 展

聖
な
る
木
に
魂
を
こ
め
た
一
木
彫
の
世
界
。
優
れ
た
造
形
と
高
い
精
神
性
で
、

わ
た
し
た
ち
を
魅
了
す
る
一
四
六
体
か
ら
、
と
く
に
見
ど
こ
ろ
と
な
る
五
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ぞ



瞑
想
す
る
か
の
よ
う
な
慈
悲
深
い
表

情
、
ふ
く
よ
か
な
胸
や
腹
の
肉
付
け
、
腰

を
捻ひ

ね

っ
て
立
つ
す
ら
り
と
し
た
肢
体
な
ど

そ
の
類
い
ま
れ
な
美
し
さ
か
ら
、
日
本
に

現
存
す
る
十
一
面
観
音
の
白
眉
と
も
い

え
る
像
で
す
。
琵
琶
湖
の
北
部
、
高た

か

月つ
き

町ち
ょ
う

に
所
在
す
る
向
源
寺
の
飛
地
境
内
の
観

音
堂
に
伝
来
し
ま
し
た
。

顔
の
脇
、
頭
上
や
後
頭
部
に
は
十
の
面

を
大
き
く
表
し
、
そ
の
姿
は
非
現
実
的
で

す
が
、
そ
れ
を
ま
っ
た
く
違
和
感
な
く
、

美
し
い
調
和
の
中
に
ま
と
め
あ
げ
て
い
ま

す
。
柔
軟
な
肉
体
や
そ
れ
を
覆
う
衣
の
薄

く
柔
ら
か
な
質
感
表
現
も
見
事
で
す
。

頭
部
と
体
部
か
ら
台
座
の
蓮
肉
、
さ
ら
に

両
腕
か
ら
本
体
を
離
れ
て
台
座
に
垂
下

す
る
天
衣
も
含
め
て
針
葉
樹
の
一
材
か

ら
彫
出
し
て
い
ま
す
が
、
全
く
破
綻
が
な

く
、
木
彫
に
習
熟
し
た
仏
師
の
高
度
な
技

術
が
う
か
が
え
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
ど
の
方
向
か
ら
拝

B十一面観音菩E立像 平安時代・9世紀　
滋賀・向源寺蔵（渡岸寺観音堂所在）
（11月7日（火）～12月3日（日）に展示）

究
極
の
十
一
面
観
音

国
宝

十
一
面
観
音
菩
D
立
像

善
財
童
子
立
像

円
空
作
　
江
戸
時
代
・
17
世
紀
　
岐
阜
・
高
賀
神
社
蔵

3 ＊0は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。とくに表記のないものは東京国立博物館蔵です

ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
伸
び
た
先
は
、
尖
っ

た
頭
に
眉
、
目
、
耳
を
簡
単
に
刻
み
、
鼻

は
木
を
割
っ
た
と
き
に
出
来
た
出
っ
張
り

を
そ
の
ま
ま
、
口
だ
け
は
微
笑
む
よ
う
に

少
し
念
を
入
れ
て
彫
っ
て
い
ま
す
。
体
は

合
掌
す
る
手
先
だ
け
は
わ
か
り
ま
す
が
、

足
先
は
ひ
と
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
鰭
の

よ
う
に
両
側
に
み
え
る
突
起
は
な
に
か
。

袖
に
し
て
は
数
が
多
す
ぎ
ま
す
。
円
空
が

晩
年
に
造
っ
た
像
は
、
こ
の
よ
う
に
具
体

的
な
形
を
省
略
し
た
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
の
像
は
、
丸
太
を
三
つ
に
割
っ
て

三
尊
仏
を
造
っ
た
う
ち
の
一
体
で
す
が
、

割
れ
た
木
の
形
を
生
か
し
て
、
あ
ま
り
手

数
を
か
け
ず
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
き
な
土
筆

つ
く
し

の
よ
う
に
上
へ
上
へ
と

伸
び
る
動
き
が
感
じ
ら
れ
、
微
妙
な
反
り

が
、
合
掌
す
る
姿
勢
に
ふ
さ
わ
し
く
、
木

の
命
が
そ
の
ま
ま
善
財
童
子
の
命
に
な

っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
浅
見
龍
介
）

木
の
命
が
か
た
ち
に
な
っ
た

善
財
童
子
立
像
　
円
空
作

■同時開催

一木彫ができるまで　会場：平成館1階ガイダンスルーム

第1部 一木彫の制作工程模型展示「京都・醍醐寺蔵重要文化財聖観音菩E立像」
第2部 一木彫像の樹種

特別展「仏像 一木にこめられた祈り」の開催期間にあわせて、木彫像がどのような過程を経ながら制作さ
れるのかという点をより分かりやすくご理解いただくために、制作工程模型と一木彫像で使用される樹種の
サンプルを展示します。第1部では平成15年度からご協力いただいている東京芸術大学大学院保存修復彫
刻研究室の大学院生の方々が、本展に出品される重文 聖観音菩L立像（京都・醍醐寺蔵）について、3つ
の工程を模型として制作し展示します。会期中には同大学院生によるギャラリートークも実施します（10月13
日（金）、27日（金）、11月10日（金）、24日（金）の15:30～、18:30～）。第2部では独立行政法人森林総合研
究所 多摩森林科学園のご協力により、触れられる木材のサンプルやデータをご覧いただきます。特別展観
覧の際には是非こちらへもお立ちよりください。木彫への興味がさらに深まることでしょう。 （高梨真行）

■関連事業

落語会
庶民生活と仏像の関わりにふれる演目（「井戸の茶碗」「お血脈」）をお楽しみください。
10月20日（金）17：30～18：30（開場17：00）
会場：平成館大講堂　定員：380名（当日先着順）
入場無料　
※ただし、特別展「仏像 一木にこめられた祈り」観覧券（当日の半券でも可）、当館友の会会員証・パス
ポートのいずれかが必要になります
＜出演＞五街道佐助、桂笑生

し
て
も
美
し
い
本
像
の
魅
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
岩
佐
光1

）



4

マ
ー
オ
リ
人
の
先
祖
は
、
東
南
ア
ジ
ア

を
旅
立
っ
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
で
す
。
彼
ら

は
す
ぐ
れ
た
航
海
技
術
で
太
平
洋
の
大

海
原
を
征
服
し
、
そ
の
一
部
が
ア
オ
テ
ア

ロ
ア（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
ー
オ
リ
名
）

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
マ
ー
オ
リ
の

初
期
の
作
品
は
、
太
平
洋
の
先
祖
た
ち

と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
す
。

マ
ー
オ
リ
の
イ
ウ
ィ（
部
族
）は
、
彼
ら

を
運
ん
で
き
た
ワ
カ（
カ
ヌ
ー
）、
根
菜
農

耕
に
不
可
欠
な
パ
ー
タ
カ（
高
床
倉
庫
）、

そ
し
て
儀
式
や
集
会
の
場
に
な
る
フ
ァ
レ

ヌ
イ（
集
会
所
）を
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
象
徴
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に

は
先
祖
の
姿
が
刻
ま
れ
、
イ
ウ
ィ
の
系
譜

と
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
絆
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

武
勇
を
重
ん
じ
た
マ
ー
オ
リ
は
さ
ま

ざ
ま
な
武
器
を
持
ち
ま
し
た
。
パ
ツ
や
メ

レ
と
呼
ば
れ
る
短
い
棍
棒
が
多
い
の
は
、

接
近
戦
で
勝
利
す
る
こ
と
が
勇
敢
さ
の

証
拠
と
考
え
た
マ
ー
オ
リ
人
の
伝
統

に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

猛
獣
の
い
な
か
っ
た
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
飛

ぶ
こ
と
を
忘
れ
た

固
有
の
美
し
い
鳥
が
い
ま
し
た
が
、
マ
ー

オ
リ
人
は
そ
れ
ら
の
羽
を
利
用
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
カ
フ（
外
套
）
を
編
み
、
首
長

を
飾
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
で
産
出
す
る

ポ
ウ
ナ
ム（
軟
玉
）は
、
美
し
い
緑
の
輝
き

を
持
ち
、
武
器
や
ヘ
イ
・
ツ
ィ
キ（
人
形
の

ペ
ン
ダ
ン
ト
）と
し
て
加
工
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ー
オ
リ
人
は
金
属
を
利
用
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
人
物
像
の
眼
の
表
現
に
ア

ワ
ビ
の
殻
の
真
珠
層
を
用
い
る
な
ど
、
独

自
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

十
八
世
紀
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
を

は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
来
航

し
、
十
九
世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の

植
民
が
本
格
化
し
ま
し
た
が
、
マ
ー
オ
リ

人
は
西
洋
化
の
波
の
中
を
生
き
抜
き
、

彼
ら
の
文
化
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
世
界
で
も
ま
れ
な
二
民
族
国
家
・
二

文
化
主
義
を
国
是
と
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
立
博
物
館
テ
・

パ
パ
・
ト
ン
ガ
レ
ワ
と
の
交
換
展
の
一
環

と
し
て
実
現
す
る
今
回
の
展
覧
会
は
、
マ

ー
オ
リ
文
化
を
約
一
二
〇
件
の
実
物
資

料
で
体
感
で
き
る
、
ア
ジ
ア
で
は
初
の
大

規
模
な
試
み
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
白
井
克
也
）

44

南太平洋に浮かぶニュージーランドに、1000年前から暮らすマーオリの人びと

マーオリの歴史と伝統、そして民族の誇りを紹介する展覧会を開催します

マーオリ ―楽園の神々―

ニュージーランド国立博物館
テ・パパ・トンガレワ名品展

マーオリ―楽園の神々―
2007年1月23日（火）～3月18日（日）
東京国立博物館　
平成館　特別展示室第1・2室

主催：東京国立博物館
ニュージーランド国立博物館テ・パパ・トンガレワ

＊平常料金でご覧いただけます

ニュージーランド国立博物館　テ・パパ・トンガレワ名品展

ヘイ・ツィキ（ペンダント） 首をかしげ、舌を出した
マーオリ美術の定番キャラ。ポウナム（軟玉）で作
られ、眼はアワビの殻

トキ・ポウタガタ（儀式用の斧）
ポウナム（軟玉）で作られた斧。
木製の柄には先祖の像が彫り出
されている

タ
イ
ア
ハ
・
ク
ラ
　
マ
ー
オ
リ
の
さ
ま
ざ
ま
な
武
器
の

ひ
と
つ
。
マ
ー
オ
リ
は
武
勇
を
尊
び
、
接
近
戦
を
美

徳
と
し
た

タウイフ（カヌーのへさき） カヌーはマーオリの諸部族の由来に関わるもの。生命力を表す渦巻文が施されている

ポ
ウ
ト
コ
マ
ナ
ワ（
柱
に
彫
り
出
さ
れ
た
男
性
像
）

顔
に
は
入
れ
墨
、
頸
に
は
ヘ
イ
・
ツ
ィ
キ
を
か
け
て
い
る



は
、
龍
を
描
い
た
土
器
や
、
龍
を
か
た
ど

っ
た
玉
器
な
ど
で
す
。
中
国
の
伝
統
文
化

で
あ
る
龍
が
、
新
石
器
時
代
の
昔
か
ら
存

し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

商
時
代
か
ら
漢
時
代（
前
十
五
世
紀
〜

後
三
世
紀
）の
展
示
で
は
、
著
名
な
青
銅

器
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
。
力
強
い
造
形

と
美
し
い
金
銀
象
嵌
で
有
名
な
犀
尊

さ
い
そ
ん

、
高

さ
一
二
六
セ
ン
チ
、
重
さ
約
三
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
古
代
中
国
屈
指
の
大
き
さ
を

誇
る
大だ

い

尊そ
ん

缶ふ

、
七
十
七
字
の
銘
文
を
持

ち
、
中
国
古
代
史
お
よ
び
漢
字
の
歴
史
を

研
究
す
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
し
て

著
名
な
天で

ん

亡ぼ
う9

き

な
ど
、
見
ご
た
え
の
あ
る

作
品
が
並
び
ま
す
。

堅
苦
し
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
説せ

っ

唱し
ょ
う

俑よ
う

は
、
会
場
の

一
服
の
清
涼
剤
。
古
代
中
国
に
は
こ
ん

な
も
の
も
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
方
も

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
に
は
、
兵へ

い

馬ば

俑よ
う

や
金き
ん

縷る

玉ぎ
ょ
く

衣い

（
金
の
針
金
で
玉
片
を
つ
づ
っ
て
作
っ
た
人

体
を
覆
う
衣
装
）、
金
印
、
南
北
朝
時
代

の
青
磁
、
唐
時
代
の
金
製
品
、
唐
三
彩
も

あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
ご
期
待
下
さ
い
。

（
谷
豊
信
）

二
〇
〇
七
年
一
月
二
日
か
ら
、「
悠
久

の
美
　
中
国
国
家
博
物
館
名
品
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
中
国
国
家
博
物
館
は
、
北
京

市
の
天
安
門
広
場
東
側
に
位
置
す
る
中

国
歴
史
博
物
館
と
中
国
革
命
博
物
館
が
、

二
〇
〇
三
年
に
統
合
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
中
国
歴
史
博
物
館
は
、
考
古
資
料
や

美
術
工
芸
品
に
よ
っ
て
、
旧
石
器
時
代
か

ら
十
九
世
紀
ま
で
の
中
国
の
歴
史
を
中

国
内
外
に
紹
介
す
る
博
物
館
で
し
た
。

と
く
に
十
世
紀
以
前
の
展
示
は
中
国
各

地
か
ら
集
め
た
質
の
高
い
出
土
品
か
ら

な
り
、
中
国
古
代
美
術
の
粋
を
展
観
で
き

る
と
の
定
評
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

展
覧
会
は
、
新
石
器
時
代
中
期
か
ら
五
代

ま
で
、
西
暦
で
い
え
ば
前
四
〇
〇
〇
年
こ

ろ
か
ら
後
十
世
紀
ま
で
の
作
品
六
十
一

件
を
え
り
す
ぐ
っ
て
展
示
し
ま
す
。
定
評

あ
る
展
示
品
か
ら
厳
選
し
た
だ
け
に
、
作

品
の
質
は
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
中
国

展
の
な
か
で
も
最
高
水
準
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
石
器
時
代
の
中
・
後
期（
前
四
〇
〇

〇
年
頃
〜
前
二
〇
〇
〇
年
頃
）の
展
示
品

555

悠久の美 中国国家博物館名品展
中国国家博物館所蔵品のなかから、えりすぐりの名品61件が来日。

新石器時代から五代にいたる約5000年の悠久の時のなかでつくりだされた
美の精髄を、こころゆくまでご鑑賞ください。

悠久の美 中国国家博物館名品展
2007年1月2日（火）～2月25日（日）
東京国立博物館　
平成館　特別展示室第3・4室

主催：東京国立博物館 日本中国文化交流協会
朝日新聞社　中国国家博物館

観覧料：一般1300円（1100／1000） 大学生800円
（700／600） 高校生700円（600／500）
＊（ ）内は前売料金／20名以上の団体料金です。
＊障害者とその介護者一名は無料です。入館の際に障害者手
帳などをご提示ください。

日中国交正常化35周年・日本中国文化交流協会創立50周年記念

玉龍　新石器時代（紅山文化）・
前3500～前3000年頃
内蒙古自治区 翁牛特旗 三星他拉出土
高26.5㎝、幅26㎝
龍の姿を表わした玉器。古さもさることながら、
その大きさも別格。中国新石器時代の
玉器のなかでも著名な作品の一つ

青磁羊　三国時代・3世紀
江蘇省南京市 清涼山出土
高24.9㎝、長31.7㎝
地に伏し羊の姿を表わしています。渋みのある釉薬が
美しく、中国青磁の優品としてひろく知られています

犀尊　前漢時代・前3～前1世紀
陝西省興平市 豆馬村出土
高34.6㎝、長52.6cm
たくましい犀の姿をした容器。
背中に蓋があり、これを開け、水や酒を
いれました。かわいい尾が印象的

説唱俑　後漢時代・2世紀
四川省成都市 天回山出土　高55cm
太鼓を叩きながら芸を演じる人物を表わした
土製のやきもの。この表情は見逃せません
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「
東
京
国
立
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
存
と
修
理
」
の
特
集
陳

列
は
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
平
成
十
七
年
度
修
理
品

の
中
か
ら
主
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
今
回
は
一
室
に
ま
と
め
た
こ

ぢ
ん
ま
り
と
し
た
展
示
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
修
理
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
企
画
し
ま
し
た
。
東
京
国
立
博
物
館
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
多
様
さ
も
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
分
野
、
形

態
、
技
法
の
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
個
々
の
作
品
を

保
存
・
修
理
す
る
な
か
で
得
ら
れ
た
情
報
、
修
理
方
法
や
材
料
の
選

択
な
ど
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
関
連
資
料
と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

毎
年
好
評
の
保
存
と
修
理
の
現
場
を
め
ぐ
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア

ー
や
、
座
談
会
も
開
催
。
展
示
室
で
は
会
期
中
毎
週
火
曜
日
に
列
品

解
説
も
行
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
塚
田
全
彦
）

特集陳列「東京国立博物館コレクションの保存と修理」
10月24日（火）～12月6日（水） 本館特別2室

源氏物語図J風 土佐光起筆　江戸時代・17世紀（修理後）

葡萄栗鼠螺鈿箱 中国　明時代・16世紀（修理後）

■関連事業

1．見学ツアー「保存と修理の現場へ行こう」
文化財の保存と修理についての解説および修理室の見学ツアーを行います。今
回は、考古遺物の修理準備や油彩画のクリーニング作業を中心にご案内します。

対象：一般
日時：第1回 10月25日（水）13：30～15：30

第2回 10月26日（木）13：30～15：30
（第1回・2回ともに内容は同じです）

会場：小講堂、実験室、修理室等　定員：各回30人（事前申込制）

申込方法：官製往復はがきの「往信用裏面」に希望日、郵便番号・住所・氏名
（ふりがな）・電話番号を、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明
記の上、下記までお申し込みください。

＊1枚のはがきで、1人1回分のみ申し込み可能。＊応募多数の場合は、抽選のうえ参加
通知を送ります。

申込締切：10月11日（水）必着　
申 込 先：〒110－8712 東京都台東区上野公園13－9 東京国立博物館

教育講座室「見学ツアー」係

2．座談会「文化財の保存と科学のちから」
日時：12月2日（土）13：30～15：00（開場13：00）
会場：平成館大講堂
定員：380名（当日先着順）
出席者：国士舘大学教授　沢田正昭、当館保存修復課長　神庭信幸ほか
聴講無料（ただし当日の入館料が必要）

3．ギャラリートーク（列品解説）修理品等の解説
10月24日から11月28日の毎週火曜日、14：00から
＊本誌巻末の「10月・11月の展示・催し物」参照
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な
観
察
者
精
神
、
そ
し
て
そ
れ
を
具
現
化
す
る

確
か
な
デ
ッ
サ
ン
力
に
感
嘆
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
は
外
国
の
美
術
を
受
け
入
れ
、
消
化
し

な
が
ら
独
自
の
美
術
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
模
倣
の
繰
り
返
し
が
当

時
の
日
本
人
芸
術
家
た
ち
に
行
き
詰
ま
り
を
も

た
ら
し
て
い
る
と
感
じ
た
林
は
、
そ
の
解
消
策

と
し
て
、
西
洋
美
術
の
精
神
を
導
入
し
、
新
し

い
流
れ
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
、
日

本
に
西
洋
美
術
館
を
設
立
す
る
構
想
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。
惜
し
く
も
実
現
前
に
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
意
図
を
汲
み
、
遺
族
が
大
正
四

年
に
当
館
に
寄
贈
し
た
ル
ヌ
ア
ー
ル
作
品
は
他

の
画
家
に
よ
る
油
彩
の
ル
ヌ
ア
ー
ル
像
一
点
を

含
め
、
一
四
八
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、

林
忠
正
の
歿
後
百
年
に
際
し
、
ル
ヌ
ア
ー
ル
関

連
品
約
百
点
を
前
後
期
に
分
け
て
約
五
十
点
ず

つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
自
然
の
観
察
に
よ
っ

て
の
み
、
真
の
芸
術
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
と
信
じ
た
西
洋
美
術
大
収
集
家
林
忠
正

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
点
と
な
る
世
界
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

（
土
屋
裕
子
）

不
安
そ
う
に
横
を
向
い
た
り
、
慣
れ
な
い
衣
装

に
身
を
包
み
、ど
う
ポ
ー
ズ
し
て
い
い
の
か
戸
惑
い
、

も
じ
も
じ
・・・
バ
レ
エ
教
室
に
入
っ
て
間
も
な
い
少

女
た
ち
の
ぎ
こ
ち
な
い
し
ぐ
さ
を
あ
り
の
ま
ま
に

と
ら
え
て
い
ま
す
。
表
情
を
美
化
せ
ず
、
一
瞬
の

心
理
状
態
ま
で
克
明
に
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
パ
リ
・
イ
リ
ュ
ス
ト
レ
」
誌
な
ど
で

活
躍
し
た
画
家
ポ
ー
ル
・
ル
ヌ
ア
ー
ル（C

harles

Paul
R
enouard

一
八
四
五
〜
一
九
二
四
）の
作

品
で
す
。
炭
鉱
夫
、
踊
り
子
、
動
物
な
ど
身
近

な
題
材
を
描
き
ま
し
た
。
当
館
が
所
蔵
す
る
ル

ヌ
ア
ー
ル
作
品
は
、
明
治
初
期
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

の
波
に
乗
っ
て
パ
リ
で
日
本
美
術
商
と
し
て
活

躍
し
た
林
忠
正
（
一
八
五
三
〜
一
九
〇
六
）が
画

家
本
人
か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
で
す
。
林
は
浮
世

絵
な
ど
日
本
の
古
美
術
品
を
欧
米
に
輸
出
し
、

当
時
活
躍
し
て
い
た
芸
術
家
た
ち
と
交
わ
り
、

彼
ら
の
作
品
を
数
多
く
収
集
し
て
い
ま
す
が
、

林
の
西
洋
美
術
収
集
の
き
っ
か
け
が
、
ま
さ
に

ル
ヌ
ア
ー
ル
の
作
品
で
し
た
。
林
は
、
こ
の
画
家

の
デ
ッ
サ
ン
は
そ
の
驚
く
べ
き
多
様
性
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
画
家
自
身
の
人
間
性
そ
の
も
の
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
、
鋭
い
自
然
観
察
力
と
非
凡

平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内

2
0
0
6
年
10
月
・
11
月

林
忠
正
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
点
を
見
る

最
年
少
の
踊
り
子
た
ち

ポ
ー
ル
・
ル
ヌ
ア
ー
ル
筆

10
月
31
日（
火
）〜
11
月
26
日（
日
）
平
成
館
企
画
展
示
室

特
集
陳
列「

後
百
年
　
林
忠
正
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ポ
ー
ル
・
ル
ヌ
ア
ー
ル
展
」よ
り

特集陳列
「歿後百年　林忠正コレクション ポール・ルヌアール展」（10月3日（火）～11月26日（日））より
「最年少の踊り子たち」 ポール・ルヌアール筆　19世紀 アクアチントなど技法を駆使したエッチング（10月31日（火）～11月26日（日）展示）

没



こ
の
特
集
陳
列
で
は
、
平
安
か
ら
安
土

桃
山
時
代
に
か
け
て
出
さ
れ
た
古
文
書

を
展
示
し
ま
す
。
下

く
だ
し

文ぶ
み

と
い
う
古
い
様

式
の
も
の
を
は
じ
め
、
わ
が
国
の
歴
史
を

彩
る
様
々
な
政
権
や
権
力
者
が
支
配
の

た
め
に
出
し
た
も
の
、
歴
史
上
の
事
件
を

我
々
に
伝
え
て
く
れ
る
も
の
な
ど
を
陳
列

し
ま
す
。
文
章
や
文
字
だ
け
で
は
な
く
差

出
人
の
サ
イ
ン
で
あ
る
花か

押お
う

や
印
章
の
位

置
、
料
紙
の
規
格
、
筆
遣
い
な
ど
の
色
々

な
要
素
の
分
析
か
ら
差
出
人
と
受
取
人

と
の
人
間
関
係
や
地
位
な
ど
を
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら「
文
字
は

ち
ょ
っ
と
苦
手
…
」
と
い
う
方
で
も
大
丈

夫
！
天
下
人
と
な
っ
た

信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
古

文
書
も
出
品
し
ま
す
の

で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
会
期
中
に
は
当
館

の
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
簡
単
な
解
説

と
古
文
書
本
来
の
姿
を

再
現
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
実
施
し
ま
す
。
古

文
書
鑑
賞
の
楽
し
さ
を

展
示
室
で
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

（
高
梨
真
行
）

能
舞
台
を
華
や
か
に
彩
る
、
唐
織

か
ら
お
り

。

主
に
女
性
を
演
じ
る
際
の
表
着
に
使
用

さ
れ
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
織
物
の
名

称
で
し
た
。
唐
織
は
室
町
時
代
末
期
か

ら
日
本
で
織
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
刺し

繍し
ゅ
う

の
よ
う
な
風
合
い
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
豊
か
な
模
様
表
現
が
、
中
国
に
は
な
い

日
本
独
特
の
織
物
で
す
。
そ
れ
な
の
に

「
唐
織
」の
意
味
は
「
中
国
風
の
織
物
」
な

の
で
す
か
ら
不
思
議
で
す
。
一
言
に
「
唐

8

解
説
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
楽
し
み
方
も
伝
授

特
集
陳
列
「
古
文
書

―
歴
史
を
語
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」

10
月
3
日（
火
）〜
11
月
5
日（
日
）

猫あそび　歌川国芳筆　江戸時代・19世紀
猫の姿そのものを楽しむ作品が登場するのは19世紀以降。
国芳はその代表的作家といえる

織
」
と
い
っ
て
も
、
時
代
や
使
い
途み
ち

に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。
金
糸
の
き
ら
び
や
か
さ

も
最
初
か
ら
で
は
な
く
、
元
禄
文
化
と

と
も
に
華
開
き
ま
し
た
。
唐
織
の
模
様

や
色
の
表
現
が
多
様
に
展
開
す
る
の
も
、

年
齢
や
身
分
な
ど
主
人
公
の
性
格
を
象

徴
す
る
演
出
効
果
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
能
舞
台
か
ら
生
ま
れ
、
卓
越
し

た
織
物
技
術
を
誇
る
唐
織
の
精
髄
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

本
館
特
別
1
室

企
画
展
示

多
彩
な
模
様
と
表
現
を
楽
し
ん
で

特
集
陳
列
「
能
装
束
の
華
―
唐
織
―
」

8
月
29
日（
火
）〜
10
月
29
日（
日
）

本
館
9
室

能
と
歌
舞
伎

人
の
生
活
に
最
も
馴
染
み
深
い
動
物

の
一
つ
で
あ
る
猫
。
そ
の
身
近
さ
を
物
語

る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
様
々
な
形
で
造
形

化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
寓
意
や

象
徴
も
込
め
ら
れ
、
猫
と
人
と
の
関
わ
り

方
や
猫
に
注
ぐ
人
々
の
視
線
の
軌
跡
を

窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
陳
列
で

は
、
絵
画
作
品
を
中
心
に
、
日
本
美
術
の

中
で
造
形
化
さ
れ
た
猫
の
図
像
を
読
み

解
き
、
猫
と
人
と
の
関
わ
り
の
一
端
を
探

り
ま
す
。

鼠
の
天
敵
と
し
て
表
現
さ
れ
た
猫
。

生
活
場
面
の
添
景
と
し
て
描
か
れ
た
猫
。

中
国
絵
画
の
意
図
を
受
け
継
い
だ
吉
祥

図
と
し
て
の
猫
。
浮
世
絵
に
お
け
る
源
氏

物
語
・
若
菜
帖
の
女
三
宮
の
見
立
て
を
表

現
す
る
小
道
具
と
し
て
の
猫
。
変
化
に
富

む
姿
態
の
面
白
さ
そ
の
も
の
を
表
現
し

た
擬
人
化
さ
れ
た
猫
等
々
。
そ
ん
な
豊

か
な
猫
た
ち
の
図
像
の
世
界
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
沖
松
健
次
郎
）

美
術
の
中
の
猫
た
ち

特
集
陳
列
「
猫
」

11
月
7
日（
火
）〜
12
月
6
日（
水
）

本
館
特
別
1
室

企
画
展
示

織田信長朱印状　
安土桃山時代・天正2年（1574）
非表装のため、当時の状態が
良好に保存されている

◆ボランティアによる解説　
10月4日～11月5日
13：00～16：00  1回20分程度

唐
織

紅
緑
段
御
簾
色
紙
短
冊
萩
模
様

江
戸
時
代
・
18
世
紀

優
雅
な
貴
族
女
性
を
思
わ
せ
る
、
御
簾
に
萩
の
模
様
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今
回
の
特
集
陳
列
は
、
東と
う

洲し
ゅ
う

斎さ
い

写し
ゃ

楽ら
く

に
よ
る
役
者
絵
の
顔
見
世
。

写
楽
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
五

月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
わ
ず
か
十
ヶ

月
の
間
（
途
中
閏う

る
う

月
が
あ
る
）に
百
四
十

点
を
超
え
る
作
品
を
残
し
て
忽
然
と
姿

を
消
し
ま
し
た
。
そ
の
作
品
は
個
性
に

富
み
、
す
べ
て
の
作
品
が
名
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
蔦つ

た

屋や

重じ
ゅ
う

三
郎
さ
ぶ
ろ
う

を
版
元
と
し
て
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
写
楽
は
謎

の
浮
世
絵
師
と
呼
ば
れ
、
別
の
知
名
人

が
写
楽
を
名
乗
っ
て
制
作
を
し
た
の
で
は

な
い
か
と
諸
説
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
長
年
一
番
有
力
と
さ
れ
て

き
た
阿
波
の
能
役
者
斎
藤
十
郎
兵
衛
が

写
楽
で
あ
ろ
う
と
し
て
ほ
ぼ
落
ち
着
い

て
い
ま
す
。「
あ
ま
り
に
真
を
画
か
ん
と

て
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
か
き
な
せ
し
か
ば
、

長
く
世
に
行
わ
れ
ず
、
一
両
年
に
而
止

ム
」
と
同
時
代
の
人
か
ら
も
評
さ
れ
た
作

品
。
そ
の
魅
力
を
十
分
に
お
楽
し
み
下

さ
い
。

（
田
沢
裕
賀
）

江
戸
の
花
形
顔
見
世
興
業

特
集
陳
列
「
写
楽
」

11
月
7
日（
火
）〜
12
月
6
日（
水
）

本
館
10
室

浮
世
絵
と
衣
装

街
道
を
行
く
旅
人
た
ち
に
会
え
る

日
本
の
博
物
学
シ
リ
ー
ズ

特
集
陳
列
「
旅
と
街
道
」

10
月
17
日（
火
）〜
12
月
17
日（
日
）

本
館
16
室

歴
史
資
料

文
化
財
に
は
有
形
と
無
形
の
二
種
類

が
あ
り
ま
す
。
有
形
文
化
財
は
絵
画
、
工

芸
や
出
土
品
の
よ
う
に
文
字
ど
お
り
形

の
あ
る
も
の
。
こ
れ
に
対
し
て
無
形
文
化

財
は
、
能
や
歌
舞
伎
、
雅
楽
と
い
っ
た
演

劇
や
音
楽
の
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
が
形
を

も
た
な
い
も
の
で
す
。
伝
統
工
芸
を
作
る

技
も
、
そ
う
し
た
無
形
文
化
財
の
重
要
な

分
野
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
的
な
工
芸
は
長
い
歴
史

の
中
で
生
れ
て
き
た
優
れ
た
技
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
技
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
昭
和
二

十
年
代
末
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
国

に
よ
っ
て
工
芸
技
術
の
記
録
保
存
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
記
録
保
存

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
工
程
見
本
な
ど
を

手
が
か
り
と
し
て
陶
磁
、
漆
工
、
金
工

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
伝
統
の
技

の
世
界
を
探
り
ま
す
。

（
伊
藤
嘉
章
）

江
戸
時
代
に
は
、
大
名
の
参
勤
交
代

や
、
庶
民
の
伊
勢
参
り
な
ど
、
大
勢
の

人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
旅
に
出
か

け
ま
し
た
。
全
国
の
街
道
は
、
幕
府
の

統
治
の
た
め
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
文

化
や
情
報
を
伝
達
す
る
役
割
も
果
た
し

て
い
ま
す
。
展
示
で
は
、
主
要
な
街
道
の

様
子
を
詳
細
に
描
い
た『
東
海
道
分
間
延

絵
図
』（
重
文
）、
精
巧
で
生
き
生
き
と
し

た
『
大
名
行
列
人
形
』、
快
適
な
長
旅
を

す
る
た
め
の
知
恵
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た

『
旅
行
用
心
集
』
な
ど
、
旅
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

工
程
見
本
に
見
る
工
芸
技
術
の
粋

特
集
陳
列
「
伝
統
工
芸
―
技
術
記
録
」

10
月
31
日（
火
）〜
12
月
17
日（
日
）

本
館
14
室

工
芸

色
鍋
島
皿
制
作
工
程

12
代
今
泉
今
右
衛
門
作
昭
和
29
年（
1
9
5
4
）

◎市川鰕蔵の竹村定之進 東洲斎写楽筆 江戸時代・寛政6年
（1794）寛政6年5月河原崎座上演の「恋女房染分手綱」に取材

大名行列人形　明治時代・19世紀 山田幾右衛門作　街道を進む人々の足音が聞こえてくるよう



阿あ

弥み

陀だ

様
と
い
え
ば
、
往
生
者
を
迎
え

て
救
っ
て
く
れ
る
極
楽
浄
土
の
主
で
す
。
た

だ
し
こ
の
作
品
で
は
、
他
の
阿
弥
陀
来
迎

図
と
異
な
っ
て
、
左
上
の
円
の
な
か
に「
阿
」

と
い
う
梵ぼ

ん

字じ

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
宇
宙
の

一
切
を
象
徴
す
る
こ
の「
阿
」字
を
、
心
静

か
に
見
つ
め
唱
え
続
け
る
と
、
煩
悩
の
雲

は
晴
れ
わ
た
り
、
今
ま
さ
に
眼
前
の
世
界

が
、
歓
喜
の
浄
土
へ
と
変
貌
す
る
の
で
す
。

こ
の
世
で
の
成じ

ょ
う

仏ぶ
つ

を
め
ざ
す
真
言
密
教

と
、
あ
の
世
へ
の
往
生
を
願
う
浄
土
信
仰

が
、
ひ
と
つ
に
溶
け
あ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

貴
重
な
作
品
で
す
。
二
ヵ
年
に
わ
た
る
修

理
で
面
目
を
一
新
し
、
こ
の
た
び
修
復
後

の
初
公
開
と
な
り
ま
す
。（
行
徳
真
一
郎
）

南
宋
の
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に

活
躍
し
た
呉ご2

き
ょ

は
、
北
宋
の
四
大
家
の
一

人
で
あ
る
米3 べい

ふ
つ（
一
〇
五
一
〜
一
一
〇
七
）

の
書
を
学
び
、
落
款

ら
っ
か
ん

印
章
が
な
け
れ
ば
米

3

の
書
と
区
別
が
つ
か
な
い
と
い
わ
れ
ま

し
た
。
呉2

の
書
は
、
と
き
に
米3

の
書

と
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
こ
の
書
は
、
呉2

が
飛
脚
便（
急
足
）で
届
い
た
手
紙
の
返
信

を
認
め
た
も
の
。
余
白
の
跋
文
に
は
、
清

時
代
の
大
学
者
・
翁
方
綱
が
、
呉2

の
同

様
の
手
紙
が『
快
雪
堂
帖
』に
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
書
も
法
帖
に
収
録
し
て

末
永
く
世
に
伝
え
る
べ
き
だ
、
と
絶
賛
し

て
い
ま
す
。

（
富
田
淳
）

明
治
期
を
代
表
す
る
洋
館
建
築
、
表

慶
館
の
改
修
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。
外

光
を
取
り
入
れ
、
壁
や
ド
ア
の
塗
装
な
ど

を
建
築
当
初
の
色
に
戻
し
た
展
示
室
内

部
を
公
開
す
る
と
同
時
に
、
表
慶
館
創
建

当
時
の
建
築
設
計
図
面
や
そ
の
後
の
表
慶

館
の
歴
史
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
ご
覧

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
美
し
い
建
築
空
間

を
堪
能
す
る
と
と
も
に
、
表
慶
館
の
歴
史

を
知
る
い
い
機
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、11
月
21
日（
火
）〜
26
日（
日
）に
は
、

台
東
区
の
伝
統
工
芸
職
人
展
を
表
慶
館

で
開
催
し
ま
す
。
東
京
国
立
博
物
館
の
あ

る
台
東
区
に
は
、
職
人
の
手
わ
ざ
に
よ
る

伝
統
産
業
が
生
き
て
い
ま
す
。
優
れ
た
も

の
づ
く
り
の
技
術
・
技
能
を
伝
承
す
る
職

人
に
よ
る
実
演
を
披
露
し
ま
す
。「
台
東

区
の
伝
統
工
芸
職
人
展
」に
関
す
る
お
問

い
合
せ：

台
東
区
産
業
部
経
営
支
援
課

T
E
L
0
3-

5
2
4
6-

1
1
3
1
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こ
の
世
が
そ
の
ま
ま
浄
土
に

国
宝

山
越
阿
弥
陀
図

9
月
26
日（
火
）〜
10
月
22
日（
日
）

本
館
2
室

国
宝
室

「
中
国
書
画
精
華
」
書
跡
の
見
ど
こ
ろ

急
足
帖
　
呉8

筆

9
月
5
日（
火
）〜
10
月
29
日（
日
）

東
洋
館
第
8
室

表
慶
館
の
歴
史
を
知
る

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す

豊
穣
へ
の
祈
り

流
水
文
銅
鐸

12
月
10
日（
日
）ま
で

平
成
館
考
古
展
示
室

紅
葉
し
た
楓
や
松
に
囲
ま
れ
た
川
べ
り
に
、二
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
楽
し
そ
う
に
宴
を
開
い
て
い
ま
す
。橋
の

上
に
は
笛
を
奏
で
る
男
た
ち
、橋
の
た
も
と
に
は
禅
僧

た
ち
、女
性
た
ち
の
傍
ら
に
は
茶
売
り
。洛
中
洛
外
図

な
ど
と
の
比
較
に
よ
り
右
上
の
伽
藍
は
神
護
寺
、左

上
は
愛
宕
社
、し
た
が
っ
て
こ
こ
は
紅
葉
の
名
所
、高

雄
と
わ
か
り
ま
す
。こ
の
F
風
は
、江
戸
時
代
の
遊
楽

図
や
浮
世
絵
な
ど
、い
わ
ゆ
る
風
俗
画
の
先
駆
け
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、万
人
の
憧
れ
る

高
雄
の
紅
葉
狩
り
を
い
き
い
き
と
描
き
え
た
背
景
と

し
て
、室
町
時
代
に
お
け
る
風
俗
表
現
の
積
み
重
ね

も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
救
仁
郷
秀
明
）

紅
葉
狩
り
の
宴

国
宝

観
楓
図
H
風

10
月
24
日（
火
）〜
11
月
19
日（
日
）

本
館
2
室
　
国
宝
室

弥
生
時
代
の
代
表
的
な
遺
物
と
い
え

ば
銅
鐸

ど
う
た
く

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
銅
鐸
は
、

は
じ
め
小
型
で
中
に
舌
を
下
げ
て
鳴
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
い
ご
に
は
吊
り
下

げ
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
型
化
し
ま
す
。
聞
く

銅
鐸
か
ら
見
る
銅
鐸

へ
の
変
化
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

銅
鐸
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
文
様

が
描
か
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
な
か
で
も
人
や
動
物
を
描
い
た
も

の
を
絵
画
銅
鐸
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
写
真

の
銅
鐸
に
は
、
鈕
の
部
分
に
カ
エ
ル
が
、

裾
部
に
は
魚
列
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
反

対
側
の
裾
に
は
シ
カ
列
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
カ
エ
ル
・
魚
列
は
水
田
の
周
り
の
生

物
で
あ
り
、
シ
カ
は
体
の
模
様
や
角
な
ど

の
身
体
的
変
化
と
稲
の
成
長
と
が
呼
応

す
る
こ
と
か
ら
、
稲
の
豊
作
を
願
う
図

柄
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
日
高
慎
）

流水文銅鐸　大阪府八尾市恩智出土
弥生時代（中期）・前2～前1世紀
安井増太郎氏・堀井恵覚氏寄贈
農耕に深く関わる祭祀の道具

B山越阿弥陀図　京都・禅林寺蔵 鎌倉
時代・13世紀 仏の明快な彩色と奥行き
のある空間表現は、鎌倉時代の特徴

B観楓図J風　狩野秀頼筆　室町～安土桃山時代・16世紀
橋のたもとには墨染めの僧侶一行も見える

急
足
帖
　
南
宋
時
代
・
12
〜
13
世
紀

高
島
菊
次

郎
氏
寄
贈
　
米5

の
書
に
そ
っ
く
り
だ
が
、
や
や
険

し
さ
に
勝
る

台東区の伝統工芸職人展 表慶館設計図

表
慶
館
改
修
記
念
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独立行政法人国立博物館の予算は、国からの「運営費交付金」と
入場収入などの「自己収入」により構成されます。第二期中期目標期
間の初年度にあたる平成18年度の「自己収入目標額」は、独立行政
法人化後の平成13年度～16年度の4年間の収入実績の平均が算
定の基礎とされました。
国立博物館は、独立行政法人化以後、様々な経営努力を重ね、

入場収入や財産貸付収入などの実績が大きく増加した結果、平成
18年度のノルマは約10.4億円となり、平成17年度の約6.8億円に対
し大幅に高く設定されることになりました。
また、第二期中期目標期間（平成18年度～22年度）には、支出に関
して一般管理費15％、事業費5％、人件費5％の効率化を行うととも
に、収入のノルマを毎年1％増とすることが国により定められています。

こうした状況のもと、国立博物館は、各種事業費の削減と共に光
熱費などの管理費の節減を図るとともに、多角的な事業展開による
収入確保に努めて参ります。しかしながら、平成18年10月1日から以
下の通り平常展観覧料金を改定せざるをえないこととなりました。
今回の料金改定により、平常展の展示をより一層の充実を図り、

国民共通の宝である文化財を良好な形で保存し、後世に伝えていく
とともに、より親しみのもてる国立博物館となるよう、「子どもといっ
しょ割引」等の新たな割引制度を開始いたします。
なお、今回の改定は、地域の状況を考慮し、館により異なる改定
額となります。現行の料金から見ますと引き上げ率は大きくなりますが、
一定の期間はこの料金を据え置くよう、最大限の努力をして参ります。
皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

改定内容

国立博物館 観覧料改定のお知らせ

1. 平常料金の改定について

2. パスポート制度の改定について（2006年10月1日販売分から改定）

3. 新しい割引サービス
（平常展のみ）

4. 新たな無料観覧日を
設置（平常展のみ）

現行料金（2006年9月30日まで） （単位：円） 改定料金（2006年10月1日より） （単位：円）

東京

420 420 420 420

130
130 130 130

無料

無料 無料 無料 無料

210 210 210 210

70
70 70 70

無料

無料 無料 無料 無料

一般

大学生

高校生
個人

団体

小中生

一般

大学生

高校生

小中生

65歳以上
無料

70歳以上
無料

70歳以上
無料

70歳以上
無料

高齢者

障害者

区分

無料
（介護者1名）

無料
（介護者1名）

無料
（介護者1名）

無料
（介護者1名）

京都 奈良 九州 東京

600 500 500 420

400
250 250 130

無料

無料 無料 無料 無料

500 400 400 210

300
200 200 70

無料

無料 無料 無料 無料

一般

大学生

高校生
個人

団体

小中生

一般

大学生

高校生

小中生

70歳以上
無料

70歳以上
無料

70歳以上
無料

70歳以上
無料

高齢者

障害者

区分

無料
（介護者1名）

無料
（介護者1名）

無料
（介護者1名）

無料
（介護者1名）

京都 奈良 九州

6,000円

家族 一般 学生 一般 学生学生一般学生一般区分

年会費

現行

改定

現行
平常展

特典

特別展

無料 ※奈良博家族会員は1回につき奈良博は5人まで、他館は1人のみ

変更なし

各展覧会ごとに1回、合計6回まで無料（4館共通） ※奈良博家族会員は1回につき奈良博は5人まで、他館は1人のみ

変更なし
各展覧会ごとに1回、合計6回まで無料
ただし関西地区（京博・奈良博）以外については2回までとする。
※奈良博家族会員は1回につき奈良博は5人まで、他館は1人のみ

各展覧会ごとに1回、合計6回ま
で無料。ただし九博以外につい
ては2回までとする。

改定

現行

改定

3,000円 2,000円 3,000円 2,000円2,000円3,000円2,000円3,000円

2,500円 変更なし4,000円

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

東京国立博物館

子どもといっしょ割引：子どもと一緒に来館した同伴者を割引

子ども（高校生以下）の同伴者に団体料金を適用
（子ども1人につき同伴者2人まで） 子ども（中学生以下）の同伴者に団体料金を適用

京都国立博物館 奈良国立博物館

東京国立博物館

国際博物館の日（5月18日） 国際博物館の日
（5月18日直近の休館日を開館）

敬老の日節分の日

※新たに設置した無料観覧日を掲載しております。従来の無料観覧日については各館のウェブ等でご確認ください。

京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

※新たに設けた割引サービスを掲載しております。従来の割引については各館のウェブ等でご確認ください。

・平常展割引パス（2000円）（65～69才限定・利用期限1年）
・外国人割引（ウェルカムカード提示者：一般100円引）
・東京・ミュージアムぐるっとパス（100円引）
・東京メトロ一日乗車券（100円引）

レイト割引（冬休み［12月・1月］・
夏休み［7月・8月］の開館時間延
長時の17時以降入館者に団体
料金を適用）

※2006年10月1日より東京国立博物館パスポートの振替先が変わりました。詳しくは、本誌15ページをご覧ください。



東
洋
館
、
本
館
と
す
べ
て
の
地
下
を
早
足

で
め
ぐ
る
と
、
一
時
間
か
ら
一
時
間
半
か

か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
オ
フ
ィ
ス
、
展
示
会

場
な
ど
で
、
空
調
の
効
き
は
ど
う
か
、
機

器
に
異
常
は
な
い
か
点
検
を
し
ま
す
。
毎

日
必
ず
点
検
に
ま
わ
る
こ
と
、
そ
れ
が
異

常
を
確
実
に
、い
ち
早
く
察
知
す
る
最
良

の
方
法
な
の
で
す
。

点
検
か
ら
戻
る
と
、
空
調
機
の
フ
ィ
ル
タ

ー
交
換
の
作
業
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
真
っ

黒
に
な
っ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
手
際
よ
く
交
換

し
て
い
き
ま
す（
写
真
9
）。
特
別
展
会
場

の
空
調
機
で
は
、
展
覧
会
ご
と
に
交
換
し

ま
す
。
た
っ
た
六
週
間
か
ら
八
週
間
で
フ
ィ

ル
タ
ー
は
真
っ
黒
に
な
る
そ
う
で
す
。

七
つ
の
変
電
所
め
ぐ
り

午
後
は
電
気
担
当
の
中
島
光
吉
さ
ん
の

見
回
り
に
同
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

東
博
の
電
気
設
備
の
心
臓
部
も
平
成

館
地
下
、
機
械
室
の
隣
に
あ
り
ま
す（
写

真
14
）。
設
定
温
度
は
二
十
三
度
。
計
器

類
は
熱
に
弱
い
の
で
、
こ
う
し
て
一
定
の

温
度
に
保
つ
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

東
博
に
電
力
を
供
給
す
る
送
電
線
は
、

東
京
電
力
か
ら
直
接
く
る
線
と
、
京
成
電

鉄
を
経
由
し
た
線
の
二
本（
写
真
15
）。
落

チ
を
オ
ン
。
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。
順
調

な
一
日
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
お
や
、
坂
井
さ

ん
が
天
気
予
報
で
今
日
の
最
高
気
温
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
夏
場
は
電
力

の
需
要
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
が
、
使
用

電
力
量
が
契
約
電
力
量
を
上
回
る
と
違

約
金
を
課
せ
ら
れ
る
た
め
、
電
力
消
費
量

の
監
視
も
重
要
な
仕
事
な
の
で
す
。
今
日

の
気
温
は
平
年
並
み
。
ま
ず
心
配
は
な
さ

そ
う
で
す
。

九
時
十
分
。
本
館
17
室
の
蛍
光
管
が
切

れ
て
い
た
の
で
、
高
所
作
業
車
を
使
っ
て
蛍

光
管
の
交
換
を
行
い
ま
し
た（
写
真
13
）。

こ
う
し
た
仕
事
は
す
べ
て
開
館
前
に
終
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
館
見
回
り
の
旅
へ

九
時
三
十
分
。
機
械
の
点
検
に
同
行
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
蒸
気
管
に
異
常
は

な
い
か
、
空
調
機
は
順
調
に
稼
動
し
て
い

る
か
、
す
べ
て
の
建
物
の
地
下
に
あ
る
機

械
室
を
め
ぐ
る
旅
が
始
ま
り
ま
し
た（
写

真
6
）。

空
調
機
の
計
器
類
と
モ
ー
タ
ー
ベ
ル
ト

（
写
真
7
）、
蒸
気
管
の
減
圧
弁
が
重
点
チ

ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

平
成
館
か
ら
法
隆
寺
宝
物
館
、資
料
館
、

多
い
と
き
に
は
一
日
一
万
人
を
超
す
来

館
者
を
迎
え
る
東
京
国
立
博
物
館
。
夏
の

博
物
館
は
都
心
の
灼
熱
地
獄
を
忘
れ
さ

せ
る
高
原
の
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
、
冬
の
博
物

館
は
暖
か
い
我
が
家
の
よ
う
。
お
客
様
に

は
そ
ん
な
風
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

十
一
万
件
を
超
え
る
貴
重
な
文
化
財

が
展
示
・
保
管
さ
れ
て
い
る
東
京
国
立
博

物
館
。
国
の
宝
を
し
っ
か
り
と
守
り
た
い
。

毎
日
三
百
人
以
上
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
に
従
事
す
る
東
京
国
立
博
物
館
。

そ
れ
ら
の
人
々
が
、
効
率
よ
く
仕
事
を
す

る
た
め
の
快
適
な
環
境
を
作
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
五
つ
の
展
示
館
と
資

料
館
、
計
六
つ
の
建
物
に
常
に
安
定
し
た

電
力
を
供
給
し
、
空
調
な
ど
の
機
械
設

備
を
正
常
に
稼
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
博
物
館
に
と
っ
て
ご
く

普
通
の
日
常
を
支
え
る
基
礎
的
な
仕
事
。

だ
れ
も
が
あ
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ

う
に
享
受
し
て
い
る
こ
の
環
境
を
維
持
す

る
た
め
に
、
実
は
、
毎
日
の
地
道
な
営
み

が
あ
る
の
で
す
。
平
成
館
地
下
、
中
央
監

視
室
。
今
回
は
こ
こ
に
、
電
気
設
備
と
機

械
設
備
の
プ
ロ
を
た
ず
ね
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。

博
物
館
の
い
ち
ば
ん
鳥

八
月
十
日
、
午
前
七
時
三
十
分
。

東
博
の
一
日
は
中
央
監
視
室
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
機
械
担
当
の
宮
本
利
治
さ
ん

と
山
木
和
寿
さ
ん
は
、
出
勤
す
る
と
す
ぐ

に
作
業
着
に
着
替
え
中
央
監
視
室
隣
の

鉄
の
扉
の
中
へ
と
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
は
、
巨
大
な
ボ
イ
ラ
ー
が
並
び
、
無
数

の
配
管
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
機
械
室
で
す

（
写
真
1
）。

館
の
通
常
の
勤
務
時
間
は
九
時
か
ら
。

開
館
は
九
時
三
十
分
。
そ
れ
ま
で
に
空

調
を
稼
動
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

東
博
の
空
調
は
、
ボ
イ
ラ
ー（
写
真
2
）

に
よ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
夏
は
吸
収
式

冷
凍
機
（
写
真
4
）で
冷
水
を
、
冬
は
熱

交
換
器
で
温
水
を
作
り
、
空
気
を
冷
や

し
た
り
温
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
朝
い
ち

ば
ん
の
仕
事
は
こ
の
冷
凍
機
の
稼
動
準

備
で
す
。

午
前
八
時
、
ボ
イ
ラ
ー
点
火
。
蒸
気

の
圧
力
が
一
定
の
水
準
に
達
す
る
ま
で

は
、
計
器
を
監
視
し
な
が
ら
の
手
動
運

転
で
す
。

熱
い
蒸
気
は
蒸
気
ヘ
ッ
ダ
ー
に
送
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
各
館
の
吸
収
式
冷
凍
機
・
熱

交
換
器
に
つ
な
が
る
蒸
気
管
に
分
配
さ
れ

ま
す
（
写
真
3
）。
こ
ち
ら
も
計
器
を
確

認
し
つ
つ
、
三
十
分
か
け
て
バ
ル
ブ
を
全
開

に
し
て
い
き
ま
す
。

前
日
の
熱
気
が
残
る
ボ
イ
ラ
ー
室
。
点

火
と
も
に
室
温
は
再
び
上
昇
し
、
三
十
五

度
に（
写
真
5
）。
昼
に
は
四
十
度
近
く
に

な
る
そ
う
で
す
。
二
人
の
額
に
汗
が
光
り
、

作
業
着
は
じ
っ
と
り
と
汗
で
濡
れ
て
き
ま

す
。

電
気
の
見
張
り
番

ボ
イ
ラ
ー
と
冷
凍
機
が
順
調
に
稼
動

し
だ
し
た
九
時
少
し
前
に
、
電
気
担
当

の
中
島
光
吉
さ
ん
と
坂
井
照
良
さ
ん
ほ

か
、
中
央
監
視
室
の
業
務
を
委
託
し
て
い

る（
株
）
太
平
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、（
株
）

三
冷
社
の
職
員
も
出
勤
し
て
き
ま
し
た
。

中
央
監
視
室
に
は
博
物
館
内
す
べ
て
の

電
気
系
統
の
状
況
が
ひ
と
目
で
把
握
で
き

る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す（
写
真
11
）。
そ
の
横
に
は
、
全
館

の
七
つ
の
変
電
設
備
の
モ
ニ
タ
ー
、
空
調
機

器
の
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
、
す
べ
て
こ
こ
で
集

中
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
に
異
常
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、

記
録
紙
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に（
写
真

12
）、
手
動
運
転
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
ス
イ
ッ

12

電
気
と
機
械
の
見
張
り
番

中
央
監
視
室
の
一
日

平
成
館
地
下
、
中
央
監
視
室
。
こ
こ
で
は
、
電
気
設
備
と
機
械
設
備
の
保
守
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
博
物
館
の
活
動
を
支
え
る
、
文
字
通
り
、
縁
の
下
の
力
持
ち
。

電
気
と
機
械
の
プ
ロ
の
一
日
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

博物館施設の心臓部、中央監視室

第12回



雷
な
ど
で
、
一
方
の
経
路
に
事
故
が
生
じ

た
場
合
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
た
め
二
本
確
保

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
東
博
の
受

電
電
圧
は
二
万
二
千
ボ
ル
ト
。
消
費
電
力

は
、
東
京
電
力
の
足
立
・
荒
川
・
台
東
の
管

内
で
五
番
目
に
多
い
、
年
間
約
一
億
二
千

万
円
、
月
平
均
一
千
万
円
の
電
気
代
を
払

っ
て
い
ま
す
。
膨
大
な
額
に
驚
か
さ
れ
ま

す
が
、
全
館
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
中

央
監
視
室
で
は
常
に
電
気
の
力
率
を
百
パ

ー
セ
ン
ト
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
を
重
ね

た
結
果
の
数
字
で
す
。
東
博
の
施
設
が
い

か
に
大
き
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

中
島
さ
ん
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
懐

中
電
灯
を
片
手
に
各
館
の
変
電
所
を
ま

わ
り
、
ト
ラ
ン
ス
、コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
配
電
盤

な
ど
を
点
検
し
て
い
き
ま
す（
写
真
16
･

17
）。
電
気
設
備
の
異
常
を
知
ら
せ
る
の

は
、
音
と
匂
い
。
ど
こ
か
ら
か
入
り
こ
ん

だ
猫
が
高
圧
線
に
触
れ
て
死
ん
で
い
た
、

と
い
う
よ
う
な
事
故
が
過
去
に
あ
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
本
館
北
側
の
庭
園
に
向
か
い
、

火
災
発
生
時
の
た
め
の
ポ
ン
プ
室
に
や
っ
て

き
ま
し
た（
写
真
18
）。
こ
こ
に
も
変
電
設

備
が
あ
る
の
で
す
。
展
示
室
や
オ
フ
ィ
ス
の

照
明
機
器
な
ど
を
点
検
し
、
館
内
を
一
巡

す
れ
ば
、
一
日
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
備
え
て

中
央
監
視
室
で
は
、
常
に
設
備
担
当
者

が
監
視
パ
ネ
ル
に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

館
内
だ
け
で
な
く
、
東
京
電
力
の
変
電
所

で
の
事
故
、
近
隣
で
の
落
雷
な
ど
、
館
へ
の

電
力
供
給
に
影
響
の
出
る
も
の
に
つ
い
て

も
監
視
を
し
ま
す
。

東
博
に
は
、
大
地
震
な
ど
で
電
力
の
供

給
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
の
予
備
電
源
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
館
地
下
の
電
気
室
に
は
二
台
の
発

電
機（
写
真
19
）が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
何

ら
か
の
原
因
で
電
気
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
場
合
、
こ
の
発
電
機
が
自
動
的
に
運

転
を
開
始
し
、
三
十
秒
以
内
に
電
力
の
供

給
を
開
始
し
ま
す
。
常
備
さ
れ
た
燃
料
で

四
時
間
の
電
力
供
給
が
可
能
で
す
。
最
悪

の
場
合
で
も
、
緊
急
避
難
が
完
全
に
終
了

す
る
ま
で
の
電
力
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
非
常
灯
に
関
し
て
は
、
最
初
の
三

十
秒
間
も
非
常
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
よ
り

カ
バ
ー
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
機
器
の
保

守
点
検
も
重
要
な
仕
事
で
す
。

一
日
の
終
わ
り

午
後
四
時
三
十
分
、
閉
館
三
十
分
前
に

ボ
イ
ラ
ー
は
消
火
さ
れ
ま
す
。
ボ
イ
ラ
ー

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
バ
ル
ブ
を
閉
め
て
一

日
の
作
業
は
完
了（
写
真
10
）。
い
っ
ぽ
う
、

電
気
設
備
は
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
自
動
制
御

で
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
す
。
館
内
各
部
署

か
ら
時
間
延
長
の
申
請
が
提
出
さ
れ
て
い

な
い
か
を
確
認
し
、エ
リ
ア
ご
と
の
時
間
設

定
を
行
っ
て
、
一
日
の
業
務
は
終
了
で
す
。

何
事
も
な
く
無
事
に
終
っ
た
一
日
。
そ

れ
が
何
よ
り
の
収
穫
で
す
。
一
部
施
設
の

老
朽
化
も
抱
え
、
不
測
の
事
態
は
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

日
々
の
確
実
な
保
守
点
検
が
、
明
日
の
安

全
を
保
障
し
て
く
れ
る
は
ず
。
多
く
の
お

客
様
と
、
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、

中
央
監
視
室
の
業
務
は
、三
百
六
十
五
日

休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
る
の
で
す
。

（
小
林
牧
）
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1 巨大な機械設備がうなりを
あげて稼動する、平成館地
下機械室

11中央監視室のグラフィックパ
ネルに目を光らせる坂井照良
さん。ここにすべての情報が
集約される

12 記録紙で警報記録をチェ
ック

13
本
館
17
室
で
蛍
光
灯
の
取
替
え
作

業

14平成館電気室入り口。関係者
以外は立ち入り禁止

15 2万ボルトの特別高圧
電線

16
計
器
用
変
圧
器
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
中
島
光
吉

さ
ん

17
本
館
電
気
室
で
計
器
を
チ
ェ
ッ
ク

18本館北側庭園のポンプ室変
電所も点検。火災の備えも
万全だ

19非常時用の発電機。燃料
は重油

2
巨
大
な
ボ
イ
ラ
ー
。
夏
も
冬
も
、
3
台

の
う
ち
の
2
台
を
稼
動
さ
せ
る

3 蒸気ヘッダー。ボイラーでつ
くられた蒸気はここから各館
の機械に送られる。

4 平成館の吸収式冷凍機。
蒸気の熱エネルギーを
使って、空調用の冷却水
をつくる

5 朝8時、早くも35
度を示すボイラ
ー室の温度計

6 天井を蒸気管が
縦横に走る本館
機械室

7 空調機のモーターベルト
を点検

8 本館地下の空調ダク
トと配管設備の見回
りをする宮本利治さ
んと山木和寿さん

9 空調機のフィルターを交換。真っ黒になっ
たフィルターを取り外し、新しい白いフィ
ルターをつける

10ボイラーのバルブを閉
めて、一日が終る

機械のプロのお仕事

電気のプロのお仕事



東京国立博物館では賛助会員制度を設け、

当館を幅広くご支援いただいております。賛助

会員よりいただいた会費は、文化財の購入・修

理、調査研究・平常展・施設整備等の充実にあ

てております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご

賛同いただき、ご入会くださいますようお願い申

し上げます。

入会日より一年（入会月の翌年同月末日まで）
有効。賛助会員には、特別会員と維持会員と
の二種類があります。

年会費
特別会員 100万円以上
維持会員 法人 20万円

個人 5万円
特典
●特別展の内覧会にご招待
●東京国立博物館ニュースの送付

＊賛助会員のお申し込みは随時受け付けています。

＊お問い合わせ

東京国立博物館営業開発部 賛助会担当

TEL03-3822-1111（代）
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INFORMATION

株式会社 安井建築設計事務所様
株式会社 ナガホリ様
井上 静男様
佐々木 芳絵様
藤原 紀男様
小田 昌夫様
吉岡 昌子様
松本建設株式会社様
関谷 徳衛様
高橋 守様
小澤 桂一様
上久保 のり子様
櫛田 良豊様
株式会社 スタイルカフェ・ドット・ネット様
長谷川 英樹様
池田 孝一様
木村 剛様
観世 あすか様
コクヨ株式会社様
星埜 由尚様
株式会社 鴻池組　東京本店様
株式会社 アクタス様
林 宗毅様
安田 敬輔様
久保 順子様
渡辺 章様
稲垣 哲行様
堀江 磨紀子様
帖佐 誠様
株式会社 古美術藪本様
飯岡 雄一様
峯村 協成様
大嶋 道子様
牧 美也子様
6瀬 正樹様
坂井 俊彦様

寺浦 信之様
高木 美華子様
暁飯島工業株式会社様
山岡 ユウ子様
根田 穂美子様
松本 澄子様
池嶋 洋次様
鷲塚 泰光様
是常 博様
上野 孝一様
北山 喜立様
謙慎書道会様
社団法人 全国学校栄養士協議会様
小笠原 繁様
山田 泰子様
原 桃介様
近代書道研究所様
佐野 英基様
田村 久雄様
日本畜産興業株式会社様
有限会社 アートオフィスJC様
6橋 徹様
栄田 陸子様
絹村 安代様
6橋 良守様
臼井 生三様
津久井 秀郎様
藤倉 光夫様
神通 豊様
永久 幸範様
五十嵐 良和様
池田 慶子様
株式会社 東京書芸館様
青山 千代様
藤l 英喜様

〈ほか28名3社、順不同〉

◆東京国立博物館賛助会員募集のご案内 東京国立博物館賛助会員 2006年8月21日現在

コンサート開催のお知らせ

TOKYO NATIONAL MUSEUM MUSIC GALLERY
ガラテア・クァルテット
日時　10月14日（土）①13:00～13:40 ②15:00～15:40
会場　東京国立博物館　本館特別5室
出演 ガラテア・クァルテット（弦楽四重奏）
主催　東京国立博物館 協力　上野のれん会
曲目 シューベルト 四重奏断章　ハ短調D703 ほか

（1回目と2回目で曲目が異なります）

※無料（ただし当日の入館料は必要）・事前予約不要。
当日、会場にお集まりください　各回250席

奈良・平城遷都1300年「回帰」
ゴンチチ・音燈華・コンサート
日時　10月21日（土）、22日（日） 19：00開演（18：30開場）
会場　東京国立博物館　本館前特設野外ステージ
出演　GONTITI（ゴンチチ）
主催　奈良テレビ 共催　東京国立博物館
制作　B.B.Productions
協力 ヒップランドミュージック、ポニーキャニオン
曲目 放課後の音楽室 ほか
料金　6500円（平常展観覧券付） 1,000席全席指定
※チケットはキョードー東京、チケットぴあ、ローソンチケット、ＣＮプレイガイド、
イープラス、楽天チケット、東京国立博物館（正門窓口のみ）で販売
※お問い合わせ・お申し込み キョードー東京ＴＥＬ03-3498-9999

東京国立博物館 表慶館改修記念
保多由子メゾ・ソプラノコンサート★
日時　10月31日（火） ①16:30開演　②19:00開演
会場　東京国立博物館　表慶館
出演　保多由子（メゾ・ソプラノ）、寺嶋陸也（ピアノ）
主催　東京国立博物館、サロン・ド・ソネット
曲目 カッチーニ アヴェ・マリア、アメリカ民謡 アメイジング・グレイス ほか
料金　5000円　各回130席　全席自由

※コンサート当日、平常展をご観覧いただけます。

チケットのお求め方法

●当館正門観覧券売場でのチケット販売
受　付　開館日の9時30分～閉館30分前（月曜休館）

●電話予約販売
申込先　東京国立博物館イベント担当　TEL03-3821-9270
受　付 月曜日～金曜日の9時30分～17時00分（祝日は除く）
引換時間　コンサート当日、当館正門観覧券売場にて現金引換にて

お渡しします。

♪その他のコンサート予定

「家喜美子チェンバロ演奏会」★
出演：家喜美子
日時：10月15日（日）14：00開演　会場：表慶館

「西江辰郎＆ジュゼッペ･アンダローロ デュオリサイタル」★
出演：西江辰郎、ジュゼッペ･アンダローロ
日時：10月17日（火）19：00開演　会場：平成館ラウンジ

「芸　三代の継承　能羽衣」★
出演：関根祥六（羽衣）ほか
日時：10月30日（月）18：00開演　会場：法隆寺宝物館前

「心花～kokohana～時空を超えた“絃”の響き」★
出演：心花～kokohana～
日時：11月3日（金・祝）18：30開演　会場：表慶館

「河村典子ヴァイオリンひとりin表慶館」★
出演：河村典子 日時：11月4日（土）11:00開演　表慶館

「秋もはじめにきよし 紅葉に届け　国宝級ほっこりサウンド」★
出演：はじめにきよし 日時：11月4日（土）16：30開演　会場：表慶館

「アカペラで聴く 唱歌・童謡の世界」★
出演：ももたらう 日時：11月5日（日）①14：00開演②18：00開演
会場：表慶館

「天満敦子無伴奏ヴァイオリンコンサート」★
出演：天満敦子 日時：11月18日（土）19：00開演 会場：平成館ラウンジ

※★印は有料イベントです。
※各イベント詳細は、東京国立博物館イベント担当（03-3821-9270）または、
当館ホームページでご確認ください。
※お車でのご来館はご遠慮ください。

特別会員
日本電設工業株式会社様
東京電力株式会社様
株式会社コア様
株式会社 精養軒様
毎日新聞社様　
大日本印刷株式会社様
株式会社 大林組 東京本社様
朝日新聞社様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ様
株式会社 ミロク情報サービス様
TBS様
東京新聞・中日新聞社様
株式会社 電通様
読売新聞東京本社様
クラブツーリズム株式会社様
三菱商事株式会社様

維持会員
三菱電機ビルテクノサービス株式会社様
早乙女 節子様
株式会社 三冷社様
宇津野 和俊様
伊藤 信彦様
小金井造園株式会社様
株式会社 NTTドコモ様
井上 萬里子様
田添 博様
京菓匠 鶴屋吉信様
株式会社 東京美術様
服部 禮次郎様
薮内 匡人様
岩沢 重美様
高田 朝子様
齋藤 京子様
齋藤 邦裕様
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東京国立博物館友の会＆パスポート

友の会　年会費　1万円　発行日から1年間有効
特 典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平
常展は何度でもご覧いただけます。特別展に関しては、
観覧券を12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送など
さまざまな特典があります

パスポート
9月30日まで　一般 3000円　学生 2000円
10月1日から　一般 4000円　学生 2500円
発行日から1年間有効
特 典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平
常展は何度でも、お好きな6つの特別展を1回ずつ計6
回までご覧いただけます

◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で
友の会
加入者名（振替先）東京国立博物館友の会　
口座番号 00160-6-406616
＊振替用紙には職業・年齢・性別・ご希望のプレゼント番
号（パンフレット、ウェブサイト参照）を楷書でご記入ください
パスポート
9月30日まで＊10月1日以降この口座は廃止
加入者名（振替先） 東京国立博物館パスポート
口座番号 00120-3-665737
10月1日から＊料金改定に伴い新口座番号に変更
加入者名（振替先） 東京国立博物館パスポート
口座番号 00140-1-668060
＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場合は
学校名および学生証番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パス
ポートチケットが届くまで保管しておいてください

＊振替手数料はお客様の負担となります
＊郵便振替でのお申し込みには2週間かかります

◆問い合わせ
TEL 03-3822-1111（代）友の会・パスポート担当

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内

本誌の定期購読をご希望の方は、年間（6冊分）1000
円の送料・事務費のご負担でご自宅にお届けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先） 東京国立博物館ニュース
口座番号 00100-2-388101
＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話
番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間
保管しておいてください

＊振替手数料はお客様のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締切は11月10日です

東京国立博物館利用案内
開館時間 9：30～17：00、4月～12月の特別展開催

期間中の金曜日は20：00まで、4月～9月の
土・日・祝・休日は18：00まで
（入館は閉館の30分前まで）

休 館 日 毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、年
末年始（12月28日～1月1日）。ゴールデンウ
イークおよびお盆期間（8月13日～8月15日）
は原則として無休

平常展観覧料金（10月1日から）
一般600（500）円、大学生400（300）円

＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障
害者手帳などをご提示ください
＊満70歳以上、および高校生以下の方の平常展観覧は
無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、
健康保険証、運転免許証など）をご提示ください
＊2006年10月1日に料金改定が行われます。詳細は本
誌11ページをご覧ください。

＊講座・講演会、友の会＆パスポートおよび本誌定期
郵送等のお申し込みに際してご提供いただいた個人情
報に関しては、当該の目的にのみ使用させていただくも
のです。当館では個人情報に関する法令を遵守し、適
正な管理・利用と保障に万全を尽くします

TOPICS

◆国立博物館の展示案内

〈京都国立博物館〉
特別展覧会 京焼 みやこの意匠と技　10月17日（火）～11月26日（日）

〈奈良国立博物館〉
特別展 第58回 正倉院展 10月24日（火）～11月12日（日）

〈九州国立博物館〉
開館一周年記念特別展『海の神々』―捧げられた宝物―　10月8日（日）～11月26日（日）

表紙：B観楓図I風（部分）狩野秀頼筆　室町～安土桃山時代・16世紀
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光
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光
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光
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催
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・
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・
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築
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築
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築
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に
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イ
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イ
ブ
を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

優
れ
た
美
術
と
と
も
に
、
華
や
か
な
空
間

と
豊
か
な
時
間
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
貴

重
な
6
日
間
で
す
。

期
間
中
、
特
別
展
「
仏
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茶
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ゼ
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ゼ
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齢
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①
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涅
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図
〉
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等
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研

究
へ
の
波
及
―
」松
原
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当
館
上
席
研
究
員
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朝
鮮
国
王
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書
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さ
れ
た
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印
の
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学
的
分
析
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和
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館
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境
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室
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③
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史
朗

④
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収
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